


















系列のパワースペクトル，8(/)，は巾的，8t'V 1α になり、巾の指数， α，はTと砂山のサイズに依存
する。また、砂山斜面の状態が流動的であるとき αは大きくなる傾向があることが2次元の砂山
において観測された。斜面の状態はなだれの継続時間九となだれが起きるまでにかかる時間丸
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2 設定 kn[mgjd] 1.0 X 104 
ηIn[mJ万五] 1.0 X 102 
離散要素法を用いて粒子運動のシミユレーショ
ktfmgjd] 2.0 X 103 
ンをする。粒子は球形で粒径は最大粒径dとし、 η't[mゾ匂g] 。
(0.8d， d)の間で一様分布させる。粒子には重力 μ 0.5 






































































.ゐ」ー おー 1∞ 150 2∞ 250 
Ts/l'a 
あってもモードが維持されていれば、モードの記憶 図4:乙/九に対する αの変動。 H=20d。
は停止前後で変化しない砂山の形に存在すると考
えられる。シミュレーションは以下のように行う。粒子供給の再開と次の停止の聞には十分長い時間
ηをとり、停止前後のそれぞれで、時間7mのモードを測定する。 η=10∞y'd/g，7m = 500y'd/g 


















， ， ， 、 、
と表される。 f(ω)は1度のなだれで流れる典型的な粒子数とし、砂山の右半分にある粒子数N十
と左半分にある粒子数Nlの時系列の標準偏差によって決める。測定は一つ一つのなだれが区別で
きる状態で行う必要があるため、 T= 80y'd/gとする。シミュレーションの結果、 f(ω)は切に関
する増加関数であり、ゆえにTsも切に依存することがわかった。
次になだれの Lifetimeについて述ペる。 Lifetimeは1つのなだれのLifetimeの平均九とし、砂
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